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No. 名称表記 現蔵先 文書番号 本稿見出
3 金光明最勝王経j宇品第一 (仏)国立図書館 P.2129 四-3 -C 
4~6 大方等大集経月戴分中諸阿修 天理図書館 183 -ィ 15 二-1 -A 羅諸制;所品第三
7~9 大集経巻第丹l'四 。 ~ 。
81 j摩訴般若波羅蜜経放光巻第二 書道博物館 012 * 
154 ~ 155 瑞伽師地論省第十一 苔雨書屋 3J 183 ニー 2-A 
156 ~ 157 瑞伽師地論巻第五十三 。 3J 517 。
19，典及び社曾経済関係文書の
444A 混合(10) 大谷大学 乙68 三-1 
ー，岨・・ー--------..値幅骨 -----幽曲 M 岨・崎晶岨恥骨骨再開回幽咽岨・曲悼与明暗幽値抽岨幽色_.事明.園田ーーーーーー・‘判明開曹 _.幽ー--岨白骨有国司且ーーーーー・ー榊軸・ー・・・・品格骨・・・ーーーー
444B // 天津博物館 津塞283 。
462 併説天皇党摩経巻第七 天理図書館 183 -イ 107二-1 -B 
520 ~ 525 太上玄元道徳経 (米)プリンストン大学 四-1 
596 ~ 599 道教文書 書道博物館 131 * 
600 太上j同玄謹賀妙経衆篇序章 京都博物館 二-3 
-目白血L目白山
羽田亨博士収集西域出土文献写真とその原文欝一文献の流散とその逓{云・写真搬影の軌跡 3
601 ~ 666 太玄奨一本際妙経道本通徴品 天理屈書館 126・イ 1 二冊 1-c 第十
667 ~ 671 摩尼光僻教法儀IB各一巻 大英図書館 S.3969 四国2
672 ~ 699 一榊論巻第三 杏雨書展 )J~ 460 二-2・B
700 ~ 714 史記巷三十五管禁世家 (仏)毘立図書館 P.2627 四-3 -A 
715 ~ 719 史記巻六十一伯夷列{専 。 。 /; 
720 ~ 722 史記巻三十四燕召公世家 ク 。 。
737 論語子路 杏雨書屋 二輔 2-c 
739 論語及び併教関係文書 静嘉堂文庫 二:-4 
744 左惇? 静嘉堂文庫 。
745 春秋昭公七年繰 書道博物館 168 * 
755 ~ 765 鶴子 東京国立博物館 TB1204 一 回5
776 ~ 797 文選 細川家永青文庫 三回2
798 文選 776ト同ジ 。 ク
799 大乗百法明門論開宗義記 。 。上記文選797ノ裏面ニ記ス
800 ~ 801 備教関係文書 。 。
上記文選ノ裳窃ニ記ス
823 刊謬補訣切韻序 (仏)国家図書館 P.2129 四-3 -B 
848 社曾経済文書(半葉大紋浬繋経の目録の一部)
。 P.3150 四“ 3-D 






























ところで、反町茂雄氏の記述によれば、同氏は昭和 22年 10月 12日からの京都
で行われた「東西連合古典籍大市会Jで、同じ長慶三年の紀年をもっ向経の第五巻(紙
数 14枚半、挿図 8iIfi)を翼い入れ(価格は 4.300円)、のちこれをフランス人マリア会宣教
師アンベルクロード氏 0778~ 1955)に売却している(d:5)。これは天理図書館所蔵品
と悶ーの写経の別巻と見られる O
C 、 r~~ 日3写真J No. 601 ~ 666 
表記のものは全66葉(間内容のもの各2葉ずつ)、現在、台紙に貼り込まれ整理され
た「羽田写真」の 21~ 23冊の 3i滑にわたって収められた大型の写真群である O す
なわち道教経典『太玄異一本際妙経道本通微品第十j(以下『太玄異一本際妙経Jと称す)
を撮影したものである O この写真の原文書は、現在、天理図書館 (126-ィ 11)の所
蔵となっている o I~~ 田写真J No. 601 ~ 666の全66葉の写真を天理図書館現蔵原本
と比較すると、 f羽田写真」は、原本の全体にわたって残らず撮影していることが















































との題記が見える O これらの写真のモトである原文書は、富岡謙蔵 (1871~ 1918年)
氏13蔵品で、のち羽田氏の手を経て現在杏雨書屋に厳蔵されている O 原文書はそ
れぞれ 7 紙 (1 紙行数 30 行)と 10 紙(1紙行数 33 行)となっているが、 r~~ 田写真j は、
それらの一部の印影である O
B 、「羽田写真JNo. 672 ~ 699 
この28葉の写真は(間内容のものが2葉ずつある)景教経典の『ー紳論J巻第三を首
尾にわたって撮影したものである O この写真の原文書も富両氏!日蔵品で、のち羽田



















時に大蔵曾等に出品することもあった(注 12)。のち昭和 6年 10月に、羽田氏は、さ
らに自ら解説を付けて、富同氏所蔵の f一神論』巻第三、及び高楠順次郎氏所蔵の
f序聴迷詩所経一巻Jを影印、刊行している(ii:13)。
こうした f一紳論j、及び f序聴迷詩所経一巻Jの原写本は、 f敦燥秘笈iヨ録』記
載の当該記事には、収集年月、及び来源、の記述が欠けているということである(iJ:14) 

































































































された仏典断片の上部の 6文字余が欠けていることがわかる O おそらく「羽田写真J
は、当初から f論詩集解』、 f春秋経イ専集解i断片を対象として撮影したものなので
あろう O なお、両原文書断片には季承(段永盟、)の題記が見られ、「羽田写真Jにも
各々その一部が写し出されている O しかし、写真に写し出されているのは、 f論語
集解jを中心にしているものには 3行にわたる季承の題記の下部5文字余と捺印が
欠け、『春秋経傍集1~削を中心にしたものには 6 行にわたる季承題記原文の各行の
3~2 文字分が欠けている O なお、静嘉堂文庫所蔵のトルファン出土の資料につい
ては、栄新江氏の論考も参照されたい[it2:l)。
5、東京国立博物館現蔵品








































「羽田写真JNo. 867 ~ 868 
写真に写し出された「北館野残牒Jとされる原文書は、のちに東京古典会の展観



























































表記の写真については、「羽田写真」自録では、 No.444 ~ 453 1併典及び:-1::t曾経






































「羽田写真JNo. 776 ~ 797及びNo.798 ~ 801 
表記のものは 22葉(各 l葉)の写真であり、「羽田写真」自録に「文選Jと表示さ
れている O また、これらの続きの写真である同封。 798、799、800、801については、
向目録にも、
No798 文選 776ト向ジ
No799 大乗百法明内論t~~ 宗義記 上記文選797ノ裏面ニ記ス
No800 骨Il教関係文書 上記文選ノ裏面ニ記ス(1x 2) 
No801 / 
と記されるように、「羽田写真JNo776 ~ 797に写された文書には裏面があること
がわかる O その内容は、 No799に示された通り、草書体で書写された僧曇蹟の『大





































































A、「羽田写真JNo. 700 ~ 722 
. No. 700 ~ 714 史記者三十五管察世家
. No. 715 ~ 719 史記巻六十一伯夷列停






細字で双行に注記したものである O この写真には、娠影時に添えられた 5cmの尺







影したものであり、これに後接するものは、次記の Cに写し出されている o B、C
の写真は撮影の方式は同一であり、 Aとも類i可するので、公立機関で撮影されたも





















































































i 拙文「羽田亨博士収集「西域出土文献写真JについてJ(fお茶の水史学j第50号20凶年 12月 1
~ 64頁)
羽田亨博士収集西域出土文献写真とそのj京文幸子一文献の流散とその逓伝・写真撮影の軌跡- 23 
2. 武田科学振興財団杏雨書屋編{敦憧秘笈目録冊j2009年3丹、問 f敦憧秘笈 影片冊-j
2009年 10月、 i可 f敦埠秘笈影片ist二J2010年 3月
3. 写真に写し出された原文書の初行中には、半欠、全欠の文字(f修」の右半部、「縄jの全て、及び「官官j
の上半部)が見られるが、残存の文字からして「大方等大集経丹蔵分1=/::1諮問修羅諸制;所品第三J
と記したものであることは明らかである O これを、『大正新情大戴経j 巻 13 所~文の「大方等
大集経丹戴分諸阿修羅詣備所第三J(Na 397) と比較すると、間経句には差異は見られないも
のの、「巻第升f四jと明記する原文書の末尾に対して、『大正蔵j所JI又本では「巻第四七」と
記している違いがわかる O 原文書は f歴代三繋記jゃ f関元稗経録j等に檎記される十二巻
本乃至十五巻本の何れかを「大集経」中に編次したものである可能性が高いようである。
4. 池田温編 f中国古代写本識語集録J大蔵出版 1990年3丹 1026 第 339
5. 反町茂雄古書障の思い出j3平凡社 1986年 12月 279頁
6. 注 1拙文48~ 54頁参照。
7. 天理図書館所収の敦憧・ト jレファン文献に関しては、玉三慶「日本天理大串盟書館典識
之敦埠寝巻J(漢撃M究恥心 f第二Jil敦健挙国際{iJ昨j曾論文集j民i盟8011ミ6月)、栄新江 f海外敦憧i止魯
番文献知見録j江西人民出版社 1996年6月 204~ 212頁参照。




9 神田喜一郎 f敦埠率五十年j筑摩書房 1970年7月 164頁
10.羽田亨「景数経典一神論解説J(摺文j第九巻第一披大正711:1 )=J、のち f羽田博士史学論文集j下
巻言語宗救稿用朋舎昭和 50年8月j訳語:収 236頁)
1.反町茂雄 f一古書躍の思い出j2平凡社 1986年 12月 268頁
12.第十五回京都大戴曾(於家政女亭校)昭和 4年 1月23・24日
13. r一紳論巻第三 序聴迷詩所経一巻』東方文化皐院京都研究所昭和 6年 10月
14.落合俊典f敦憧秘笈自録(第433強至第670税)略考Ja敦埠吐魯番研究j第七巻 2004年1月174~ 176頁)
15.林悟殊「富岡謙蔵氏戴景教《一紳論》真偽存疑Jcr唐代景教再研究j中j副社曾科皐出版社 200311三
1月 186~ 207頁)、問『中古三夷教排読j中華書局 2005年6月 183~ 188真、 215~ 226頁)
16.杏雨書屋第 54回 杏雨書屋特別展示会「敦燥の典籍と吉文書J図録(東野治之解説)43頁
17.反町茂雄 f一古書揮の思い出j2平凡社 1986年 12月 189頁
18.大阪府立国書館編 f恭仁山荘善本書影』昭和 10年3月
19.拙著『西域出土文書の基礎的研究-中居古代における小学書・童蒙書の諸柑-j汲古書
院 2006年2月 324~ 329頁参照。
20.金谷治編 f唐抄本鄭氏注論語集成J平凡社 1978年 5月 372~ 378頁、王素『唐寓本論
語鄭氏注及其研究』文物出版社 1991年附録一
21.李徳範輯 f敦埋道蔵j(全5冊)中華全国圏書館文献縮微複製中心 1999年 12月
24 張
22. 藤枝晃rr徳化李氏凡持関珍蔵J~P について J(京都圏立博物館陣護j 第 7 号昭和 60 年 3 月)池自温『中























30. r敦捜本文選注J永青文庫 1965年 4月(解説:神田喜一郎)

























38. r羽田博士の経歴と業績JC[東方制第十一戦 195年 139頁)
39.石演純太郎 f東洋撃の話j(部元社昭和国王手4月 71貰)
40. r羽田博士と西域史J後記 Cf東方判第十一輯 195年156頁)









「羽田写真J f大谷間 『臨Elj fu 曲ーーー----ー値曲畠邑ー・h・.--司.網島曲ー.幽・---噸.且・幽‘ー・--・事構・ー・砂・E・.・.明神喝..・._---司』・ーー.ー---申ーー --圃色自白幽由 ・ー伸明--畠軸白』ー白幽M・--司晶画副ー・銅，聞胃均島町伽噂・h・-_.峰・--事旬咽』・
No. 名称表記 (国版) No. 名称表記 注
1~2 大智度経質|緊品下第八十稗論 間46 291 大智度経緯論第九O
82 ~ 85 大般浬繋経巻第十四 闘16~ 17 51 大般i~繋経巻第一四
86 ~ 91 大般浬繋経第一第二第三第四第 園 13~ 15 41 大般j里繋経巻第一~第五五巳上五巻共成一巻
92 ~ 95 大般若波羅蜜多経巻第一百四 圏21 132 大般若波羅蜜多経巻第-olm 
96~ 97 大般若波羅蜜多経巻第九十六 圏20 130 大般若波羅蜜多経巻第九六
98 ~ 139 見一切入蔵経目録 園田 ~76 333 見一切入減経目録
140 ~ 147 瑞伽師地論巻第一 留 23~ 26 226 ま合伽自il地論第一
148 ~ 149 瑞伽師地論巻第1m 国27 227 瑞{加師地論第四
150 ~ 151 f命伽師地論巻第九 国28 228喰伽僻地論第九
26 張
152 ~ 153 E索。用師地論巻第十 闘29 229 T最伽師地論第十
158 ~ 159 議伽師地論巻第十三 国30 230 議伽師地論第一三
160 ~ 161 E最伽部地論巻第十四 闘31 231 域伽師地論第一回
162 ~ 163 瑞伽部地論巻第廿八 磁32 232 瑞伽師地論第二八
164 ~ 167 瑞佑l師地論巻第ijj-- 圏 33~34 236 瑞伽錦地論第三一
168~171 議伽師地論巻第世九 踊35~ 36 234 域伽師地論巻第三九
174 ~ 175 E最{加l師地論巻第il片二 関37 235 
176 ~ 177 議保i師地論巻第ilt七、甜八巻分門記 a 
178 ~ 179 議伽部地論巷第lft八、 ilt九巻分門記 b 
180 ~ 181 J議伽師地論審第五十決撮稗分分 関40 240 瑞伽師地論第五O門記巻ー
182 ~ 183 喰伽師地論第五十二巻分門 !覇41 。 。
184 ~ 187 瑞曲目的地論巻第五十二 橘自二十二 埼伽師地論巻第五十二 C 
188 ~ 189 3金制ifJ師地論第五十三巻分門 圏42 241 瑞伽論第五三巻分門初記
190 ~ 191 1命伽間1地論巻第五十四分門 闇43 1/ 。
192 ~ 193 T設伽師地論巻第五十六 盟38 237 E融制師地論第五六
194 ~ 195 ij<<伽師地論港第五十九 i覇39 238 瑞伽師地論第五九
230 ~ 233 大般i!E繋経巻第十九 間18~ 19 86 大般j呈繋経巻第一九
262 ~ 265 妙法蓮華経巻五 圏8~ 10 2ヲ 妙法蓮華経巻五
問
266 ~ 269 妙法蓮華経巻六 圏1~ 12 36 妙法蓮華経巷第六
270 ~ 271 妙法蓮華経巻二 園 1~2 2妙法蓮華経巻第二
272 ~ 275 妙法蓮華経程二 圏5 2 妙法蓮華経巻第二
276 ~ 279 妙法蓮華経序品第一 間 3~4 16 妙法蓮華経巻第一~第四
308 ~ 309 六祖壇経 圏113 395 商宗頓敬最上大乗j準認先立 d 若波羅蜜多経
310 ~ 311 深蜜識経解深密経?) 圏 114 。 イシ e 
422 ~ 423 ITJ分律1時繁有lJ閥行事室長、巻上之鈴 国44 246 四分律捌繁補閥行事要秒、巷之上之鈴
425 ~ 426 浄名経問中抄第二 国47 295 j争名経開中稗批巻之上
427 ~ 428 浄土法事讃巻上 園115~ 116 649 i争土法事讃岩上
429 ~ 432 諸星母:陀羅尼経 圏11~ 112 346 諸星母陀羅尼経
433 ~ 434 諸星母陀羅尼経 国110 344 諸星丹陀羅尼経
467 ~ 468 制I~典 留45 288 大智度論巻第五七
469 ~ 470 比丘合注戒本序 圏48 315 比丘含注戒本
471 ~ 472 。/i書? 関49 。 。
473 ~ 476 粛琉一巻井序 関50~ 51 gJ 
477 ~ 484 僻説偽名経巻第一 国 52~55 326 f弗説悌名経巻第一
601 ~ 666 太玄員一本際妙経道本通微品第十 留77~ 109 335 大玄奨一本際妙経道本通 h 微品第十
羽田亨博士収集西域出土文献写真とその原文警一文献の流散とその逓伝・写真撮影の軌跡- 27 
(備注〕
a. 1羽田写真JNo176 ~ 177に写される原本は、 f寄託13J武拾試頁のみに「稔伽師地論第
四O巻分内記j と記されるが、羽田氏の「摘要j 項の番き込みで巻第~Ii'七、巻第ilit八である
ことが判明する O




d. 1羽田写真J310 ~ 311の「深蜜識経?解深密経?) J→ f如来大捕す15正国深間密蔵経J
一巻を得たとする文，他を記した断片
e. w~m 自 J Nu.395 1南宋頂敬寂上大衆摩認般若波羅蜜多経」→「南宗頓敬殿上大乗j変調般若
波羅蜜経」の誤。なおこの表記は不全で，本来これに下接した f六祖恵能大姉於部州大党寺
施法壇経兼系無相戒Jとすべきもので， dの「羽田写真J310 ~ 311はこの抄写冊中の部分
であり， r如来大器邪正密戴経J(抄写では蜜に作る)そのものを書写しているものではないo
f. r関目JNO.344 1諸星丹陀羅尼経J→「諸星母陀羅尼綾」の誤か
g. このものは n~13 J 315の背面にあたる o (r蓄 I~m東耀博物館所蔵大谷探検隊将来文書日
銀(園版H冨50、国51参損。)
h. r関目JNO.335 r太玄巽一本際妙経道本通微品第十Jは大谷家!日蔵、現天理図書館(126
ィー 1)所蔵(本稿二-1 -C参照。)
